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今
、
全
国
各
地
で
ご
み
の
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
ご
み
量
の
増
加

は
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
段
階
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
連
し
、

行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

良
好
な
環
境
を
維
持
し
、
持
続
的
な
経

済
成
長
が
両
立
す
る
社
会
経
済
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
排
出
さ
れ

た
廃
棄
物
を
単
に
処
理
す
る
『
使
い
捨
て

社
会
』
か
ら
、
廃
棄
物
の
発
生
を
極
力
抑

え
、
発
生
し
た
廃
棄
物
は
環
境
に
負
荷
を

与
え
な
い
よ
う
に
再
利
用
や
再
資
源
化
す

る
『
循
環
型
社
会
』
へ
の
移
行
を
目
指
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
、
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
行
動
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年
、
市
は
、
『
使
い
捨
て
社
会

15

か
ら
『
循
環
型
社
会
』
の
実
現
を
目
指
し
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

『
登
別
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
』

の
改
定
と
、
『
登
別
市
ご
み
減
量
化
行
動

指
針
』
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
と
指
針
で
は
、
『
ご
み
の
発

生
・
排
出
抑
制
』
『
ご
み
の
再
生
利
用
』

『
ご
み
の
適
正
処
理
』
の
３
つ
の
基
本
方

針
の
も
と
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
向
け
た
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
役
割

と
具
体
的
な
行
動
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

３
・
４ 
㌻ 
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
事
業
者

に
お
願
い
す
る
取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
『
循
環
型
社
会
』
の
実

現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

』

登別市のごみ量の推移と減量化目標（家庭系・事業系の燃やせるごみ・燃やせないごみ）
　平成１５年に策定した登別市一般廃棄物処理基本計画の減量化目標は、平成２７年
度を計画目標年次とし、平成１７年度と平成２２年度を中間目標年次としています。

平成１２年度
（合計　１７,７４１ト　　ン ）

平成１５年度
（合計　１９,４３２ト　　ン ）

平成１６年度
（合計　１８,８６１ト　　ン ）

平成１７年度
（合計　１８,０１０ト　　ン ）

平成２２年度
（合計　１７,２７６ト　　ン ）

　燃やせるごみ　１６，６３８� 燃やせないごみ　１，１０３�

　燃やせるごみ　１７，８０５� 燃やせないごみ　１，６２７�

　燃やせるごみ　１７，３８６� 燃やせないごみ　１，４７５�

　燃やせるごみ　１６，６９６� 燃やせないごみ　１，３１４�

　燃やせるごみ　１６，０１５� 燃やせないごみ　１，２６１�

ごみ減量
第１期中間目標
�

ごみ減量
第２期中間目標

�


